
（
船
舶
適
格
条
件
）

（
削
る
。）

第
六
条

船
舶
に
つ
い
て
法
第
五
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
条
件
は
、
農
林
水
産
大
臣

が
別
に
定
め
て
告
示
す
る
漁
船
の
設
備
基
準
に
適
合
す
る
船
舶
で
あ
る
こ
と
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
指
定
漁

業
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

沖
合
底
び
き
網
漁
業

船
舶
の
推
進
機
関
の
出
力
が
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
船
舶
の
総
ト
ン
数
の
区

分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
最
高
限
度
を
超
え
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
の
基

準
に
も
適
合
す
る
推
進
機
関
を
有
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

発
電
機
関
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
船
舶
の
総
ト
ン
数
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
最

高
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
推
進
出
力
を
制
限
す
る
機
器
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

ハ

ロ
の
機
器
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
採
つ
て
い
る
こ
と
。

二

以
西
底
び
き
網
漁
業

船
舶
の
推
進
機
関
の
出
力
が
一
千
三
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
な
い
こ
と
。

三

母
船
式
捕
鯨
業

母
船
が
総
ト
ン
数
五
千
ト
ン
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
鯨
体
処
理
設
備
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

四

中
型
さ
け
・
ま
す
流
し
網
漁
業

方
向
探
知
機
及
び
無
線
電
信
又
は
無
線
電
話
の
装
置
を
有
す
る
船
舶
で

あ
る
こ
と
。

（
許
可
証
の
様
式
）

（
削
る
。）

第
七
条

法
第
五
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
許
可
証
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
。

（
変
更
の
許
可
を
要
す
る
事
項
）

（
削
る
。）

第
八
条

法
第
六
十
一
条
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
操
業
区
域
、
操
業
期
間
、
漁
業
の
方
法
（
沖
合

底
び
き
網
漁
業
、
以
西
底
び
き
網
漁
業
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業
、
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
又
は
近
海
か
つ

お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
許
可
又
は
起
業
の
認
可
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
母
船
式
漁
業
の
場
合
に
お
け
る
法
第

五
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
母
船
又
は
独
航
船
等
の
指
定
と
す
る
。

（
許
可
の
申
請
後
船
舶
が
滅
失
し
、
又
は
沈
没
し
た
場
合
）

第
五
条

許
可
の
申
請
を
し
た
後
に
、
当
該
申
請
に
係
る
船
舶
が
滅
失
し
、
又
は
沈
没
し
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な

く
、
そ
の
旨
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
申
請
す
べ
き
期
間
内
に
し
た
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
当
該
申
請
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
起
業
の
認
可
の
申
請
と
み
な
す
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
法
第
四
十
五
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当

該
申
請
は
、
同
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
起
業
の
認
可
の
申
請
と
み
な
す
。

４

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
申
請
が
法
第
四
十
五
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該

申
請
を
し
た
者
が
、
当
該
申
請
を
し
た
後
に
同
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
他
の
船
舶
に
つ
い
て
許
可
の
申
請
を

し
た
と
き
は
、
当
該
申
請
は
、
当
該
他
の
船
舶
に
つ
い
て
し
た
も
の
と
み
な
す
。

５

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
許
可
を
受

け
た
船
舶
と
同
一
の
船
舶
に
つ
い
て
し
た
申
請
と
み
な
す
。

（
許
可
等
の
申
請
後
申
請
者
が
死
亡
し
、
解
散
し
、
又
は
分
割
を
し
た
場
合
）

第
六
条

許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
申
請
を
し
た
者
が
当
該
申
請
を
し
た
後
に
死
亡
し
、
又
は
合
併
に
よ
り
解
散

し
、
若
し
く
は
分
割
（
当
該
申
請
に
係
る
船
舶
を
承
継
さ
せ
る
も
の
に
限
る
。）を
し
た
と
き
は
、
そ
の
相
続
人

（
相
続
人
が
二
人
以
上
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
協
議
に
よ
り
当
該
申
請
を
し
た
者
の
地
位
を
承
継
す
べ
き

者
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
者
）
又
は
当
該
合
併
後
存
続
す
る
法
人
若
し
く
は
当
該
合
併
に
よ
っ
て
成
立
し
た

法
人
若
し
く
は
当
該
分
割
に
よ
っ
て
当
該
船
舶
を
承
継
し
た
法
人
は
、
当
該
許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
申
請
を

し
た
者
の
地
位
を
承
継
す
る
。

（
新
設
）

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
又
は
起
業
の
認
可
の
申
請
を
し
た
者
の
地
位
を
承
継
し
た
者
は
、
そ
の
事
実
を
証

す
る
書
面
を
添
え
、
承
継
の
日
か
ら
二
月
以
内
に
そ
の
旨
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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